
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 2

3月
定例会

令
和
5
年
度 

各
会
計
予
算
案
等
33
件
の
議
案
を
可
決

● 

令
和
５
年　
第
１
回 

定
例
会
を
終
え
る 

●

　

令
和
５
年
恵
庭
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
16
日
か

ら
３
月
20
日
ま
で
の
33
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
各
会
計
歳
入
歳
出
予
算

を
は
じ
め
、
令
和
４
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
及
び

一
部
改
正
な
ど
の
議
案
33
件
、
決
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
（
同
意
含
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
２
月
21
日
、
22
日
、
24
日
の
３
日
間
行
わ

れ
、
設
置
さ
れ
た
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
３
月
１
日
か
ら

３
日
に
は
各
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
個
別
質
疑
が
、
３
月
14

日
か
ら
15
日
に
は
各
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
と
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

前
定
例
会
で
閉
会
中
の
審
査
と
さ
れ
て
い
た
３
件
の
陳
情

は
、
審
査
の
結
果
３
件
と
も
に
不
採
択
と
な
り
、
今
定
例
会

に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
３
件
は
、
各
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
同
じ
く
３
件
と
も
に
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

議
決
し
た
議
案

令
和
５
年
度 

予
算

議
決
し
た
議
案

令
和
４
年
度 

補
正
予
算

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事

業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
な
ど
全

10
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
額
及
び
議

　

決
状
況
は
下
表
（
前
年
度
予
算
額
は

当
初
予
算
額
）
に
記
載
し
た
と
お
り

で
す
。

　

本
予
算
は
、
委
員
19
人
の
予
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を

行
い
、
そ
の
後
本
会
議
に
諮
り
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
（
第
10
号
・
11
号
）

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
基
金
積
立
金
、

障
が
い
者
給
付
費
、
子
育
て
基
金
積

立
金
、
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

費
、
恵
浄
殿
改
修
事
業
費
、
恵
庭
小

学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
事
業
費
、

学
童
ク
ラ
ブ
運
営
費
、
こ
ど
も
の
安

全
・
安
心
対
策
支
援
事
業
費
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
管
理
費
ほ
か
合
計
22
億

４
８
１
７
万
１
千
円
の
補
正
と
し
た

も
の
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

（
第
２
号
）

　

国
民
健
康
保
険
支
払
準
備
基
金
に

利
子
配
分
金
の
積
立
を
行
う
た
め
、

４
千
円
を
増
額
し
総
額
69
億
１
３
６

９
万
８
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　

恵
庭
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

費
に
、
精
算
金
の
一
括
償
還
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
繰
出
金
を

増
額
し
た
も
の
で
す
。

▼
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

　

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
17
条

に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
に
実
施
予

令和５年度　各会計歳入歳出予算総括表

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

土地区画整理事業

土 地 取 得 事 業

墓 園 事 業

駐 車 場 事 業

　　小　　　計　　

30,965,000

6,554,799

1,155,234

5,260,320

77,162

515

86,839

45,534

13,180,403

2,218,090

4,670,451

51,033,944

30,338,000

6,913,237

1,143,906

5,123,227

70,275

513

88,966

40,429

13,380,553

2,353,055

4,646,867

50,718,475

627,000

▲358,438

11,328

137,093

6,887

2

▲2,127

5,105

▲200,150

▲134,965

23,584

315,469

2.1

▲5.2

1.0

2.7

9.8

0.4

▲2.4

12.6

▲1.5

▲5.7

0.5

0.6

賛成多数

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

（単位 :千円・%）

会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 増減率 議決状況

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

　
合 計

　

一　般　会　計

特
　
別
　
会
　
計



施
行
令
に
定
め
る
占
用
料
の
一
部
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
国
に
準

拠
し
て
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

都
市
公
園
の
使
用
料
の
算
定
根
拠

の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
等
が
変

動
し
て
い
る
こ
と
や
、
占
用
料
の
算

定
根
拠
の
恵
庭
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
が
、
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

既
存
借
上
型
市
営
住
宅
制
度
の
見

直
し
等
に
伴
い
、
関
係
条
項
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
よ
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

の
増
額
に
伴
う
改
正
を
し
た
も
の
で

す
。

▼
恵
庭
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
に
改
正
さ
れ
た
「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
、
同

法
に
よ
る
個
人
情
報
保
護
制
度
が
全

国
の
市
町
村
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
法
に
よ
り
一
部
委
任
さ
れ

た
事
項
に
つ
い
て
規
定
す
る
た
め
、

本
条
例
の
制
定
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　
　
　

（
以
上
13
件　

全
会
一
致
）

定
の
配
水
管
更
新
工
事
の
早
期
発
注

を
行
う
た
め
、
債
務
負
担
行
為
と
し

て
８
６
１
３
万
円
を
計
上
し
た
も
の

で
す
。

▼
下
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

　

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
17
条

に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
に
実
施
予

定
の
管
渠
布
設
工
事
の
早
期
発
注
を

行
う
た
め
、
債
務
負
担
行
為
の
限
度

額
に
９
６
０
万
円
増
額
補
正
し
、
２

億
８
４
６
０
万
円
に
改
め
た
も
の
で

す
。

　
　
　

（
以
上
５
件　

全
会
一
致
）

▼
恵
庭
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

の
同
意
に
つ
い
て

　

野　

口　

宗　

英　

氏
（
再
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
任
に
同
意

し
た
も
の
で
す
。
任
期
は
４
年
で
す
。

　
　
　
　

（
同　

意　

全
会
一
致
）

▼
恵
庭
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

｢

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
、
行
政
手
続
を
原
則
オ

ン
ラ
イ
ン
化
す
る
た
め
に
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
よ
う
改
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
改
正
法
に
合
わ
せ
条
例
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。
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条
　
　
例

人
　
　
事

▼
恵
庭
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

｢

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
」
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、｢

低
炭
素
建
築
物
新
築

等
計
画
認
定｣

、｢

低
炭
素
建
築
物
新

築
等
計
画
変
更
認
定
」
及
び
「
建
築

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画

認
定｣

、｢

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
向
上
計
画
変
更
認
定
」
の
手
数

料
の
改
正
、
並
び
に
「
誘
導
仕
様
基

準
」
の
手
数
料
の
新
設
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

▼
恵
庭
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
の
法
定
限
度
額
の
基
礎
課
税
額

分
が
２
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
額
分
が
１
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
改
正
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

▼
恵
庭
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

駒
場
体
育
館
が
、
本
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
閉
館
し
た
こ
と
か
ら
、
関

係
条
文
の
削
除
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

▼
恵
庭
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

国
の
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
市
に

お
け
る
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
（
学
童
ク
ラ
ブ
）
」
に
つ
い
て

も
、
国
の
基
準
に
合
わ
せ
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
の｢

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
本
市
に
お
け
る｢

家
庭

的
保
育
事
業
等
（
地
域
型
保
育
事

業
）
」
に
つ
い
て
も
、
国
の
基
準
に

合
わ
せ
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
基

準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

国
の
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特

定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
運

営
に
関
す
る
基
準
」
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
市
に
お
け
る
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
に
つ
い
て
も
、
国
の
基
準
に
合
わ

せ
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
花
と
緑
の
記
念
日
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

昨
年
本
市
で
「
第
39
回
全
国
都
市

緑
化
北
海
道
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
、
「
恵
庭
市
花
と

緑
の
記
念
日
」
を
制
定
し
た
も
の
で

す
。

▼
恵
庭
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
道
路
法

▼
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
の
「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、

「
恵
庭
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
」
を
制
定
し
「
恵

庭
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
廃
止

す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
条
例
を
引
用

し
て
い
る
条
例
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
保

有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
同

法
の
規
定
が
適
用
と
な
り
ま
す
が
、

地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
同
法
の

適
用
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
議
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
し

た
も
の
で
す
。

　
　
　

（
以
上
２
件　

賛
成
多
数
）

▼
市
営
住
宅
恵
央
団
地
６
号
棟
新
築

工
事
の
内
建
築
工
事
の
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

昨
年
締
結
し
た
当
該
建
築
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て
契
約
金
額
の
変

更
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
た
も
の
で

す
。

　
　
　

（
以
上
１
件　

全
会
一
致
）

そ
の
他
の
議
案

議
決
し
た
議
案



▼
伊
藤
雅
暢
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧

告
決
議

　

第
三
者
委
員
会
か
ら
の
中
間
報
告

で
は
、
伊
藤
雅
暢
議
員
の
市
職
員
へ

の
言
動
は
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を

超
過
し
た
も
の
で
、
自
己
の
意
に
沿

わ
な
い
言
動
を
し
た
市
職
員
を
感
情

的
に
追
求
し
、
𠮟
責
し
、
侮
辱
す
る

な
ど
の
行
為
が
あ
り
、
こ
の
事
は
精

神
的
苦
痛
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
行
為
に
よ
り

市
職
員
及
び
ご
家
族
の
人
生
設
計
を

狂
わ
せ
た
と
共
に
、
議
会
の
信
頼
を

失
墜
さ
せ
た
責
任
は
、
議
員
と
し
て

の
資
質
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ず
厳
し
く
非
難
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
員
の

職
を
辞
す
べ
き
で
あ
り
、
伊
藤
雅
暢

議
員
に
議
員
辞
職
勧
告
を
決
議
し
た

も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
議
会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根

絶
に
関
す
る
決
議

　

恵
庭
市
議
会
議
員
は
、
昨
年
惹
起

し
た
市
職
員
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
行
為
の
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、

深
く
反
省
し
、
私
達
は
市
民
か
ら
選

挙
で
選
ば
れ
た
事
を
改
め
て
自
覚

し
、
「
恵
庭
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

根
絶
条
例
」
を
遵
守
す
る
事
を
決
意

し
次
の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓

う
も
の
で
す
。

１　

意
識
変
革
の
た
め
専
門
家
に
よ

る
定
期
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
受

講
の
義
務
化

２　

一
元
的
に
対
応
で
き
る
窓
口
設

置
（
外
部
委
託
）

３　

職
員
及
び
議
員
間
に
よ
る
定
期

的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　
　
　

（
以
上
２
件　

賛
成
多
数
）

▼
岸
田
政
権
が
進
め
る
「
大
軍
拡
大

増
税
」
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

▼
加
齢
性
難
聴
へ
の
補
聴
器
購
入
の

た
め
の
助
成
を
求
め
る
陳
情

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け
を
「
５
類
」
に
移

行
し
て
も
、
医
療
機
関
や
感
染
者
へ

の
公
的
支
援
が
後
退
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書

▼
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
お
け
る
市
議
会

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
と
不
当
な

飲
食
費
の
返
還
を
求
め
る
陳
情
書

▼
議
員
定
数
の
削
減
を
行
わ
ず
、
21

名
の
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情
書

▼
市
議
会
議
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
の

全
容
解
明
と
市
民
へ
の
公
開
説
明
を

求
め
る
陳
情
書

　
　
　

（
以
上
６
件　

賛
成
少
数
）
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陳

情

不
採
択
　
６
件

議
決
し
た
議
案
・
陳
情
・
議
案
等
審
議
結
果

決
　
　
議

議 員 名 等

議 案 名 等

自民党 自民党歩む会 民主・
春風の会公明党

※この表は賛否が分かれた案件のみ掲載しています。

※早坂貴敏議員は、令和4年11月17日付けをもって恵庭市議会議員を辞職しています。
※令和4年12月22日付けで、清和会と恵義会と岩井議員で、会派「恵庭市議会自由民主党議員団：通称　自民党」を結成しています。なお、同日付けで、小橋議長は諸派となりましたが、
　 3月21日付けで合流しています。

議決結果

議 

決 

年 

月 

日

自
民
党

諸
派

鷹　

羽　
　
　

茂

林　
　
　

謙　

治

川　

原　

光　

男

川　

股　

洋　

一

岩　

井　

利　

海

市　

川　

愼　

二

伊　

藤　

雅　

暢

澁　

谷　

敏　

明

武　

藤　

光　

一

柏　

野　

大　

介

新　

岡　

知　

恵

前　

田　

孝　

雄

野　

沢　

宏　

紀

生　

本　

富
士
代

松　

島　
　
　

緑

石　

井　

美　

季

宮　
　
　

利　

徳

南　

出　

典　

彦

長　

谷　

文　

子

小　

橋　
　
　

薫

2019181716151413121110987654321

■議案等審議結果

3/20 原案可決 議
個人情報の保護に関する法律の一部
改正に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について　　　　　　　

3/20 原案可決 議恵庭市議会の個人情報の保護に関す
る条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3/20 不採択 議
岸田政権が進める「大軍拡大増税」
に反対する意見書の提出を求める陳
情書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3/20 不採択 議加齢性難聴への補聴器購入のための
助成を求める陳情

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×

3/20 不採択 議
新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけを「５類」
に移行しても、医療機関や感染者への公的支援が後退
しないことを求める意見書の提出を求める陳情書

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×

3/20 不採択 議
パワハラ問題における市議会の迅速
かつ適切な対応と不当な飲食費の返
還を求める陳情書

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×

3/20 不採択 議議員定数の削減を行わず、２１名の体
制を維持することを求める陳情書

× × × × × × 除 × ○ ○ × × 除 × × × × × ×

3/20 不採択 議
市議会議員のパワハラ問題の全容解
明と市民への公開説明を求める陳情
書

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×

3/20 原案可決 議令和5年度恵庭市一般会計予算

× × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × ×

3/20 原案可決 議伊藤雅暢議員に対する辞職勧告決議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3/20 原案可決 議恵庭市議会のハラスメント根絶に関
する決議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

凡例 ： 議……議長　　○……賛成　　×……反対　　欠……欠席　　除……除斥　　退……退席
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